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	 eq \o\ac(□,１)　ちょっと待って。その先を考えよう。
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 eq \o\ac(□,２)　考えよう。解決方法はもっとある！

	
	 eq \o\ac(□,３)　みんなが幸せになるには？
	 eq \o\ac(□,４)　みんなでじっくり取り組もう！
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展開
	１．問題の解決方法を複数考えるためのコツを教えできるようにさせる。


	活動項目
(所要時間)
	
	活動内容

	準備物

	1．復習 (7)
	
	復習：
○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」
○小5の目標：「問題にみんなでじっくり取り組めるようになろう！」
○行動する前に、それをしたらどうなるか予想するときのコツ3つ：
コツ１．「関係するそれぞれの人の立場に立って予想する」

コツ２．「よい結果だけでなく、よくない結果も予想する」

コツ３．「すぐ起こる結果だけでなく、あとになって起こる結果も
予想する」
導入：
・前回は、思いついたことをすぐに実行に移すのではなく、｢これをしたらどうなるか？｣と先を予想することの大切さとその方法を学習した。

・今日は他の解決方法(より多くの解決方法)を考える学習。
	

	2．目標や流れの説明(1)
	
	テーマ：「考えよう。解決方法はもっとある！」

目　標：2つ以上の解決方法が考えられるようになろう！
	

	3．活動
｢いろいろあるんだね｣ (30)
	
	・問題場面の確認（第1回と同様）
・解決すべき問題は、
２人が教室に戻れるようにするには、どうしたらよいだろうか？

・前の授業のときに考えた解決方法は、
　　 方法1. 1年生の子をおいて、だれかを呼びに行く。
　もっと他の解決方法があるのでは？と言っている人もいましたね。

○解決方法が1つしか考えられないと、上手くいかなかったときに困ります。うまくいっていたとしても、何かあったときに対応できません。
○解決方法は（最低でも）2つ以上思いつくことができるとよいのです。
・3-4名のグループになる、プリントA配付

２つ以上の解決方法を思いつくためのコツ３つ
コツ１「はじめから○×をつけない」
まずは「たくさん」思いつくことがよいことなので、「ちょっとおかしいな」と感じる方法でも、思いついたらどんどん書き出す。
コツ２「それぞれの立場に立って解決方法を考える」
・１年生の子の願いは、「朝顔が見つかること。」そのために自分ができることは一緒に探してあげること。　
⇒「方法2 . 見つかるまで、とにかくいっしょに探し続ける。」
・自分の願いは、「教室に戻り、社会の調べてきたことをみんなに伝えること。」
そのために自分がすることは、教室に戻ること。　
⇒「方法3 . 1年生のことをおいて、何ごともなかったかのように教室にもどる。」

コツ３「みんなの願いが少しでもかなう解決方法を考える」
・それぞれの立場で考えられる極端な方法を思いついたら（上記で考えたような）、その間にある方法を考える。すると、みんなの願いが少しずつでも叶う方法を思いつくことができる。
・「1年生の子をおいて、だれかを呼びに行く。」は、ちょっと自分寄りの発想。


　　　　　　　　考えるときのイメージ
・自分の願いと、1年生の子の願いが、いっぺんに、少しずつでも叶うような方法をグループで話し合ってみよう。

全体シェアリング

少し変わった解答でも、今日は○×はつけないというルールを守る。
＊「とにかく朝顔を見つける」という回答があるかもしれないが、どうすれば朝顔は見つけられるのか、また、どうすれば見つからなくても２人とも教室に戻れるのか、そのための解決方法を見つけるのが今回の課題。
【回答例】

・「一緒に先生のところ（または教室）へ行こう」ととにかく説得する。
・１年生のことは置いたまま、急いで職員室に誰か先生を呼びに行く。

・大声を出して誰か助けを呼ぶ。

・「あっちにあるかも！」と言い、１年生の気持ちを乗せてさりげなく１年生の教室へ引っ張っていく。

　・追いかけっこをしかけて、ちょっとふざけながら教室へ誘導する。
＊時間の都合でそれぞれの方法について“先のことを予想する”ことは行わないが、
実際にこれから選ぶときには予想してから選ぶことが必要であると説明。

まとめ

○解決方法は考えれば考えるほど、よりよい方法を考え出せる可能性がありそう。

○解決方法は友だちと考えることはよいことです。（三人寄れば文殊の知恵と言う。）でも、もしも問題が起きたときに誰もいなければ、今日のコツを思い出して一人でも思いつけるようになっておくとよい。
	

	4．確認(3)
	
	・プリントを用いて学習したことの確認を行う。

⇒キーワード「○×」「立場に立って」「みんなの願い」
	
　　 　　

	5．振り返り用紙記入(4)
	
	・各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
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